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「文化」政策を展開 していったが、中で も服飾政策は 「文化」政策の重
要な柱の一つであった1。 ピブーン政権の服飾政策は、従来のタイに見







1詳 し くは 、加 納[1999]、ピヤ ワ ン[2007]を参 照 され た い 。
2パ ー ・チ ョー ン クラ ベ ー ン とは 、 通 常 長 さ3m、 幅90cmほ どの 布 を用 い た腰
衣 の 一 形 態 で あ る 。 膝 下 少 しばか りまで を覆 う よ うな 丈 に 調 節 して 布 を 胴 に巻 きつ
け 、 前 面 で 布 の 端 を棒状 に 巻 い て股 の 間 を通 し、 背 骨 の と こ ろ に差 し込 む 。男 女 と
も に使 用 す る。
3た と え ば、m"ζ剛u555割[1960]、Faun[1982:110-121]、司橘[1993:9fr145]などが 先



















左 から、『シー ・ペ ンデ ィン』(サヤームラ ット社1988年版)4巻 本、2003年
テレビ・ドラマ 『シー・ペンデ ィン』VCD41枚セッ ト、日本語訳書 『王朝四代記』
5巻本
に推 し進めた帽 子着用 を除 いて必ず しも大 き くはないこ とを指摘 して い
る[加 納1999]。しか し、政 権 によって服飾 を強要 され た側 の人 々がそ
れ をどの ように意識 してい たかについて は、 公文書の よ うな史料 の中か
ら読 み取 って い くこ とは なか なかに困難で ある。
本稿 は、文学 作品 を用 い なが ら、政府が強要 した服飾 に対す る女性 た
ちの意識を垣 間見 る手掛 か りを探 ろ うとす る試 みであ る。
本稿 で扱 うのは、クック リッ ト・プ ラーモー ト(闘5.つ.斎nq7お」・51τ3」射)『シー ・
ペ ンデ ィン(者"N繭u:四つの御代 、邦題:王 朝四代記)』4である。 『シー ・
ペ ンデ ィ ン』 は、1951年か ら翌 年 にか け て 日刊 新 聞 サ ヤ ー ム ラ ッ ト
(訂m"5§)紙に掲 載 され た連 載小 説 であ り、 ラーマ5世 期(1868～1910)
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ある。『シー ・ペ ンディン』の歴史的事件 を巧みに織 り込んだ リア リズ












されてい く。第2次 世界大戦の終結による安穏 も束の間、1946年、ラー
マ8世 崩御の報 とともにプローイも息 を引き取る。
1953年刊行の初版本 に付 した 「まえがき」 において作者は、『シー ・
ペ ンディン』の執筆 にあた り正史に残 らない 「人生 と生活に関する詳
??












クリットが 「尊敬する多 くの女性、 とくにプローイと同世代の親戚の女
性」を参考にして描いたもので[師而1991:9-10]、中で もチャムルー




もかかわらず、す ぐに読者から新聞社にマ ンゴーが送 られてきた という
[司弓稲1991:9]。もちろん文学作品に描かれた 「事件」 を歴史上の事実 と










1941年に政 府 の 「文化」政策が 本格化 し服 飾政策が展 開 されて い くと、
『シー ・ペ ンデ ィン』に もそれ に関連 す る描写が現 れて くる。とくに『シー ・
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である。プローイは、政府の服飾政策について、兄のプムから説明を受




「帽子を被 らなきゃいけないんだ」 とプムが何でもない ような
顔で答えた。





「帽子 をかぶったときには靴 もはかな きゃならないんだ。 まあ
見ていなさい。面白 くなるから」[丙nq話1953:1107]
当時のタイにおいて、「文化」が服飾と密接に結びついた概念であっ
たことが うかがわれる。 しか し、プローイの認識では、なかなか 「文化」
と帽子着用 とが結びつかない。
「どうなっち ゃうか 、判った もの じゃないわ。(何年か 前 も)帽
子 は誰 も彼 もみん なかぶ った もの よ。 プ レー ムさん も孔 雀尾 帽
に凝 って、 一枚 い くらだって買 っていたわ 。 ク ン ・ル ワン 自身
だってかぶ ってた じゃない。 私 は、 今の子供 や青年 はあ ま り帽
子 をかぶ ってない って こ とだけ は知 って るわ。かぶ って もいい













「どこがいいんだい」 プムが遮 って言 った。「プローイだ よ。
君 自身が西洋女性み たいにな らなきゃいけないん だ。政府
は娘 さん だけだなんて少 しも言 ってない よ。娘 さん も婆 さ
ん も後家 さんも皆 帽子 をかぶ らなきゃいけないんだ」[肖nq話
1953:1107-1108]
プローイは、帽子着用 も男性の間での単なる流行だと思って軽 く受け
流 している。 しか し、プムの話から、帽子着用は政府の命令であるとい
うことが判ってい く。この時も、プローイにとっては他人事としてしか
意識 されていない。男性 なら、「日除けに もなる」か ら帽子着用も悪 く







クックリ ッ ト 「-1三朝 四代 記」 にみる ピブー ン政権(1938～44)服飾政策へ の女性 の意識
「まあ、見てなよ」プムが喉の奥で笑いながら言った。「今後帽





帽子を着用 しない者は、警察に捕 まるか ら誰であれ外出す らできない
というのである。




が好 きでない人々も、帽子 をかぶ らなければならない煩わ しさ
を語 り合った。いろいろな店が、それぞれ騒々しく帽子の宣伝




ために、帽子が好 きではない人はそれをぼや くために、商店は帽子 を販





2、 老 年 女 性 の 服 飾 と 意 識
プロー イの親友 チ ョーイは、 プ ロー イが結 婚 して王宮 を去 った後 も結
婚せず に王宮 に留 まった。1930年代 末 になって も 「昔 の まま」す なわ ち
ラー マ5世 期(1868-1910)のままにパー ・チ ョー ンクラベ ー ンとパ ー ・
テー プuを着用 して いた ようであ る[触"吾1953:1959-1060]。
一 方、プ ロー イは、既 に ラー マ6世 期(1910～25)に、長 くイギ リス
に留学 していた 国王の意 向に敏 感であ った夫の勧め に したが って、パー ・
チ ョー ンクラベ ー ンに代 えて巻 スカー ト状 外見 のパ ー ・シ ソ2を着用 し
[轟nq話1953:699・・704]、西洋風 に髪 を長 くのば して歯 も白 く磨 いて いた13
[肖n幡1953:640-643]。チ ョー イに比べれ ば早 くか ら西 洋的 な装 い を して
い たこ とに なるが、帽子 は着用 して いない。
しか し、 この ような老 年女性 た ちに も、 ピブー ン政権 の帽子着 用強要
を含 む服 飾 政策 の影 響 は及 ん でい った。 古い服 飾慣 習 が残 存 して いた
王宮 の女官 で あ るチ ョー イ さえ も例 外 で はなか っ た。1941年の 末か ら
1942年の9月 にか けてのあ る 日、チ ョー イがプ ロー イの屋敷 を訪ねて く
る。
チ ョー イは帽子 を着け、 パー ・トゥン14を穿 い た、 文化 に し









14パ ー ・シンの両端を縫い合わせて円筒状にした巻スカー ト。
一8一









プローイは 「恥ずかしくて」帽子な どかぶることはできないと感 じる。










それに対 して、自分は帽子を愛用 している若いプラパイは、帽子 を着用
しないことは 「文化のないこと」だといい、「警察 に捕 ま」って しまう
と冗談を言 う。
プローイは、「帽子 をかぶるように強制されてか らというもの、私は




わ。」 と嘆 くように[肖nq話1953:1110]、帽子を嫌悪する余 り外出をも犠







「あ ら!チ ューイ様1西 洋女性 みたいに装って変ですわ。
私、最初は誰だかわか らなかった くらいよ」(…中略…)












したがって帽子 を着用 しなければならなかった。当初は、何 日も外出が
できなかったほど 「恥ずかしかった」 という。チューイの店に来た客は
一10一
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帽子を着用 したチューイを見て大笑いし、チューイは帽子の着用につい
て 「死んで しまうほど憂欝」に感 じたのだった。
プローイの友人チ ョーイは、このような 「憂欝」を、乾いたヘチマを
帽子に使 うことで乗 り切ろうとする。
「(この帽 子は)乾 いたヘチ マなの よ。 かぶ って も軽 くって、 自




帽子着用は 「煩 わしさ」を伴 うもので もあった。チューイは言う。
「で も、サームロisに乗ったときには風 に乗って流 されて し
まって、手でつかまなけ りゃな らないの。手で帽子 を押 さえ
る と、今度 は風が腰 衣 を下か ら吹 いて広 げちゃうの よ。 も




チューイも 「文化なんてあった もの じゃない」 とこぼし、「文化」政策





15三 輪 タク シ ーの こ と。
一11一
(チョー イ は)帽 子 の脇 に巻 いて留 めて あっ た2本 の長 い紐 を
解い た。2本 の紐 は、普 通 に顎 に結ぶ よ りも随分 と長 か った。
そ して 、チ ョー イは プ ロー イを呼ん で見せ てか ら言 った。 「こ
れ よ、 プ ロー イ。 これ を見 て。(… 中略 …)こ の紐 は、指 導者
閣下(ピ ブー ン)に 従 うように帽子 を押 さえるため の もの なの。
どこか に飛 ば さない ように。 車 に乗 った ときには、 この紐 を解
いて垂 ら して手でつ かむ んだけ ど、紐が 長いか ら、私はそ の手
を使 って パー ・トゥンが開 かない ように押 さえるの よ。一 本の
手 で2つ の ことがで きるの」[丙nq話1953:1117-1118]











この ような帽子 をはじめとす る政府に強制 された西洋式服飾 に対 し
て、老年女性 たちはどのように対応 したのだろうか。
積極的な反応 としては、帽子需要を活用 した経済的側面への参入が挙
げ られ る。チ ョーイによれば、王宮内にも権勢のある女性王族がいな
くなってしまったことにより、女官たちは経済的に苦 しみ、王宮女官の
一12一
ク ック リッ ト 『王朝 四代記』 にみる ピブー ン政権(1938～44)服飾政策への女性の 意識
間 で も帽子 作 りの 内職 が盛 ん に なって い った とい う16[祠nq話1953:1063、
1114‐1115,1117,1192]o
「帽子 を縫って売 りに出 して文化 を振興 してるのよ。どう、あ


















け巡 った。叫 びを上げようとしたとき、プ ローイはもう一度




チ ョー イ を見や って、 す ぐに笑 い だ した。 そ れか らは、 自分
とチ ョー イの滑稽 さに涙が流 れるほ ど笑わな けれ ば ならなかっ
た。 なぜ な ら、パ ー ・トゥンの内側 に、以前の よ うにきちん と
もう一 重、パ ー ・チ ョー ンクラベ ー ンを穿いて来 ていた こ とが
判 ったか らであ る。
チ ョーイは、政府の文化政策を、 自分なりの機転で乗 り越えていた。
王宮からプローイの家に来る間は、帽子 とパー ・トゥンを着用 していた
のであったが、一旦安全 なプローイの屋敷内に入ってしまうと、帽子を
外 した上に、パー ・チ ョーンクラベー ンの上に重ねていたパー ・トゥン
を外 してしまう。文字通 り表面では政策に従っているように見せておき
なが ら、実際にはその奥底で以前の習慣を固守していたのである。
王宮に戻る ときには、チ ョーイはもう一度 「文化的」な服飾に戻 る。
午 後 に なって、チ ョーイが王宮 に戻 ってい く前、使用 人の子
供 にサ ー ムロー を呼 びに行かせた 間に、チ ョーイは道行 き用 の
装 い を始め た。 つ ま り、パー ・トゥンを もう一 度パー ・チ ョー
ンクラベー ンの上 に着 け、てきぱ きと帽子 をかぶ ったのであ る。
[喬nq罰吾1953:1117]
チ ョーイは公的な場 と私的な場 とを明確 に弁別 し、それぞれ服飾を変
えている。それは官憲の目をいかに逃れて自由な服飾生活をするか とい
う問題の解決法であった。チ ョーイは、私的な場の装いと、官憲の 目が
届 く公道上の装いとを巧みに使い分けながら、自分 自身の服飾 を守 りつ
つ服飾政策に も抵触 しないように生活 していたのであった。チ ョーイは
こうした振る舞いについて言う。
一14一
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「私一 人が気違 い なわけ じゃない わ。他 の人 たちだ って国中皆、
似 た り寄 った りよ」[喬nq話1953:1113]






プラパ イも、若い娘 として服飾にはかな り興味 を持 っている。1934
年頃は、友人の家に遊 びに行 った り、友人 と映画 を見にいった りす る
のに並 んで、友人 と服 を買いに行 くの も娯楽の一つであ った 恥q話




プ ラパ イは、 若 さでつや の乗 り切 った肌 に 合 った薄 めの ピンク
色 で身 を飾 り、パ ーマ をか けた髪 は顔 立 ち に似合 って いた。[
祠nq罰吾1953:947]
プラパ イが 、遅 くとも1938年までに はパ ーマ をか け ていた こ とが判る。
一方 、そ こに招 かれ た客 た ちも、全員流 行にそ った整 った身な りを して
い た[餉q胴ぎ1953:948]。
服飾 に多大 の関心 を払 ってい たプラパイは、1941年以降政府 によって





型の帽子 を選んだ り、探 し求めた りすることに専心 しているよ
うであった。そ して常に(帽子を)かぶっているのだった。プロー








な帽子を数多 く購入 し所蔵していた。常に 「流行の新型帽」を買い求め
ることに専心 しているのだった。母プローイにとっては、帽子は強制さ
れて 「かぶ らなきゃいけない」ものであったが、プラパイには帽子は強






で始 めてか ら外側 もそれについていったのよ。私たちが娘だっ
た頃 はいつ も(王 宮)外 の人 より先に何かをしたものだった
わ。私たちの持ち物 も、外の人たちより新 しいものを持 ってい
た ものよ。いろいろな服や服飾品も、私たちが先に始めて、外
一16一
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側 もだんだんと全 く同じになるように真似 していったのよ。(…
中略…)で も今は、私どこの人が模範を作 り始めているのか判
















オへ と移っていたわけである。若年女性はラジオの ような新 しいマスコ
ミ機器を通 じて流行情報に接 し、自らの意思に従って、結果的に政府の
示す方向性に則った服飾行動をとることになったように思われる。しか
し、この ような文化政策も、 ピブーン政権が崩壊 した1944年8月には終












服飾政策の中で も強調され、人々に意識 される部分が大 きかった。
こうした政策によって強要 された服飾に対する意識は、年齢層によっ
て大 きく異なる。老年層の女性は、プローイのように既に1920年代には
パー ・チ ョー ンクラベー ンに代えて巻スカー ト状のパー ・シンを身につ
けている者もいたが、チ ョーイのようにパー ・チ ョーンクラベーンを着
用し続けている者 もいた。政府のパー・チ ョー ンクラベーン排除政策は、
後者にとって特 に精神的な打撃であった。公道上においては官憲の取締
を恐れてパー ・トゥンを着用しなが ら、私的空間においてはパー・チ ョー
ンクラベーンを着用するというような対応が、『シー ・ペ ンディン』に
は描かれている。政府の服飾政策 と自己の服飾嗜好 とを巧妙に統合 して
いたといえる。一方で、帽子着用に関しては、洋装化が進んでいた老年
女性 にとって も洋装化に対応 していなかった老年女性にとって も、等 し
く苦痛に感 じられるものだった。「恥ずか しく」「煩わ しく」「憂欝」で、
腹を抱えて笑われるほど奇異なものとして意識 されていたように描写 さ















ている。 これは、同時代の外国人の 目を通 して1930年代から40年代前半
までの女性服飾の変化を跡付けた加納[1999]にまとめられている外見
上の変化 と軌を一 にするものと考えられる。 しか し、本稿で観察 してき
た女性たちの意識は、ピブーン政権に批判的であった王族クックリッ ト
の理解を経由したものでしかない。今後、当時の服飾観を物語る、より
多 くの叙述を見てい くことによって、より立体的な理解の端緒が得 られ
るように努めていきたい。
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